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平成22年６月から 

子ども手当の支給が始まります 

平成22年６月から 

子ども手当の支給が始まります 

2広報せきかわ　2010・６月号 

　
中
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
の
子

ど
も
を
育
て
て
い
る
保
護
者
が
対

象
と
な
り
ま
す
。 

　
平
成
二
十
二
年
度
は
、
中
学
校

を
卒
業
す
る
ま
で
の
子
ど
も
一
人

に
つ
き
月
額
一
万
三
千
円
が
支
給

さ
れ
ま
す
。 

　
支
給
月
は
、
年
三
回
（
六
月
・

十
月
・
二
月
）
で
、
前
月
分
ま
で

の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。 

　
子
ど
も
手
当
の
全
部
ま
た
は
一

部
を
受
給
し
な
い
で
、
村
の
子
育

て
支
援
事
業
に
活
か
し
て
欲
し
い

と
い
う
方
は
寄
付
を
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。 

　
手
続
き
な
ど
、
詳
し
く
は
住
民

福
祉
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。 

平成22年６月から 

子ども手当の支給が始まります 

　
平
成
二
十
二
年
四
月
か
ら
「
子
ど
も
手
当
」
が
創
設
さ

れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
に
伴
い
今
ま
で
の
「
児
童
手
当
」
は
平
成
二
十
二

年
三
月
末
で
終
了
し
、「
子
ど
も
手
当
」
に
代
わ
り
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
手
当
は
、
次
世
代
を
担
う
子
ど
も
一
人
ひ
と
り

の
健
や
か
な
育
ち
を
社
会
全
体
で
応
援
す
る
た
め
の
制
度

で
す
。 

　
子
ど
も
を
安
心
し
て
生
み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
社
会

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。 

　
平
成
二
十
二
年
三
月
三
十
一
日

現
在
、
児
童
手
当
を
受
給
さ
れ
て

い
た
方
に
つ
い
て
は
申
請
の
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
た
だ
し
、
中
学
二
・
三
年
生
や

所
得
制
限
に
よ
り
こ
れ
ま
で
児
童

手
当
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
か
っ

た
子
ど
も
が
い
る
方
は
住
民
福
祉

課
へ
申
請
が
必
要
で
す
。 

　
ま
だ
申
請
を
さ
れ
て
い
な
い
方

は
、
必
ず
平
成
二
十
二
年
九
月
三

十
日
ま
で
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
請
後
は
、
四
月
ま
で
さ
か
の
ぼ

っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。 

　
ま
た
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
場

合
な
ど
も
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
（
詳
し
く
は
次
ペ
ー
ジ
の
Ｑ

＆
Ａ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
） 



3 広報せきかわ　2010・６月号 

Ｑ
子
ど
も
手
当
の
支
給
を
受
け

　
　
る
た
め
に
は
、
ど
の
よ
う
な

　
　
手
続
き
が
必
要
で
す
か
？ 

 

Ａ
子
ど
も
手
当
の
支
給
を
受
け

　
　
る
た
め
に
は
住
民
福
祉
課
へ

　
　
申
請
が
必
要
で
す
。
公
務
員

　
　
の
場
合
は
、
勤
務
先
へ
申
請

　
　
し
て
く
だ
さ
い
。 

       

Ｑ
現
況
届
を
提
出
す
る
必
要
は

　
　
あ
り
ま
す
か
？ 

 

Ａ
必
要
で
す
。
対
象
者
に
は
六

　
　
月
上
旬
に
現
況
届
を
送
付
し

　
　
ま
す
の
で
、
六
月
三
十
日
ま

　
　
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　
た
だ
し
、
平
成
二
十
二
年
四

　
　
月
一
日
以
降
に
認
定
請
求
書

　
　
ま
た
は
額
改
定
認
定
請
求
書

　
　
を
提
出
し
て
い
る
方
に
つ
い

　
　
て
は
、
平
成
二
十
二
年
度
の

　
　
現
況
届
の
提
出
は
必
要
あ
り

　
　
ま
せ
ん
。 

 

Ｑ
他
市
区
町
村
に
転
居
し
た
場

　
　
合
、
新
た
に
子
ど
も
手
当
の

　
　
申
請
は
必
要
で
す
か
？ 

 

Ａ
必
要
で
す
。
転
居
先
の
市
区

　
　
町
村
で
申
請
が
必
要
と
な
り

　
　
ま
す
。 

 

Ｑ
子
ど
も
が
生
ま
れ
た
場
合
は
、

　
　
ど
の
よ
う
な
手
続
き
が
必
要

　
　
で
す
か
？ 

 

Ａ
住
民
福
祉
課
へ
「
子
ど
も
手

　
　
当
認
定
請
求
書
」
の
提
出
が

　
　
必
要
で
す
。
（
他
の
子
ど
も

　
　
が
既
に
受
給
対
象
と
な
っ
て

　
　
い
る
場
合
は
「
子
ど
も
手
当

　
　
額
改
定
認
定
請
求
書
」
の
提

　
　
出
が
必
要
で
す
） 

　
　
　
原
則
と
し
て
、
申
請
の
あ

　
　
っ
た
月
の
翌
月
分
か
ら
手
当

　
　
が
支
給
さ
れ
ま
す
。 

      

問
い
合
わ
せ
先 

　
　
住
民
福
祉
課
福
祉
保
険
班 

　
　
　
　
　
　
六
四
―
一
四
七
二 

　
支
給
対
象
児
童
は
、
こ
れ
ま
で

の
小
学
校
卒
業
ま
で
か
ら
中
学
校

卒
業
ま
で
に
拡
大
さ
れ
ま
し
た
。 

児
童
手
当
と
の
違
い 

Ｑ
＆
Ａ
　教
え
て
！ 

子
ど
も
手
当 

所得制限 

対象年齢 

対象児童一人あた 
りの手当（月額） 

あり 

小学校卒業まで 

３歳未満と３人目以降…10,000円 
上記以外………………… 5,000円 

児童手当 
（平成22年３月分まで） 

なし 

中学校卒業まで 

一律　13,000円 

子ども手当 
（平成22年４月分以降） 

支給日 

平成22年 
６月10日 

平成22年 
10月８日 

平成23年 
２月10日 

 

平成23年 
６月10日 

  対　象　月 

平成22年２月～ 
　　　平成22年３月 

平成22年４月～ 
　　　平成22年５月 

平成22年６月～ 
　　　平成22年９月 

平成22年10月～ 
　　　平成23年１月 

平成23年２月～ 
　　　平成23年３月 

平成23年４月～ 
　　　平成23年５月 

総額（月額） 

児童手当分 
※対象者のみ 

26,000円 
（13,000円） 

52,000円 
（13,000円） 

52,000円 
（13,000円） 

26,000円 
（13,000円） 

現時点では未定です 

■平成22年度分の支給日と支給額（子ども一人につき） 

■ここが違う！児童手当と子ども手当 



4広報せきかわ　2010・６月号 

　村では、皆さんに安全でおいしい水をお届けするた
めに、毎月定期的に水質の検査を行っています。 
　下表が昨年９月に家庭の蛇口から採水した水の全項
目についての水質検査結果です。実施している51項目
すべてが基準に適合しています。 

■水道に関するお問い合わせ 
　建設環境課水道環境班　　６４－１４７９ 

きれいな水で 
　　　快適な生活を 
第52回水道週間　6/1～6/7



消防団の誇りを胸に 
　正確性とスピードで勝負 

5 広報せきかわ　2010・６月号 

　
五
月
十
六
日
、
関
川
村
消
防
団

の
春
季
消
防
演
習
と
ポ
ン
プ
操
法

競
技
会
が
村
ス
ポ
ー
ツ
公
園
を
会

場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
ポ
ン
プ
操
法
競
技
会
で
は
、
こ

の
日
の
た
め
に
一
か
月
以
上
に
渡

り
練
習
を
重
ね
て
き
た
村
内
七
つ

の
分
団
が
出
場
。
選
手
た
ち
は
練

習
の
成
果
を
発
揮
し
よ
う
と
、
熱

い
想
い
を
胸
に
秘
め
、
気
合
い
の

入
っ
た
表
情
で
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

に
整
列
し
ま
し
た
。 

　
操
法
で
は
、
指
揮
者
の
号
令
で

一
斉
に
操
作
を
開
始
。
機
敏
な
動

き
で
吸
管
操
作
や
ホ
ー
ス
延
長
な

ど
の
操
法
を
披
露
し
ま
し
た
。 

　
会
場
に
は
、
選
手
の
家
族
な
ど

た
く
さ
ん
の
方
が
応
援
に
駆
け
付

け
、
各
分
団
の
操
法
に
熱
い
声
援

を
送
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
結
果
は
、
第
二
分
団
が
三
年
ぶ

り
に
優
勝
。
六
月
二
十
七
日
に
村

上
市
（
神
林
地
区
）
で
開
催
さ
れ

る
郡
市
操
法
競
技
会
に
出
場
し
ま

す
。 

小
型
ポ
ン
プ
の
部
優
勝
チ
ー
ム 

第
二
分
団
選
手
　
　
　
＊
敬
称
略 

左
か
ら
小
田
康
裕（
下
川
口
）・
渡

邉
隆
（
上
関
）
・
石
山
竜
太
郎
（
下

川
口
）
・
渡
邉
浩
之
（
上
関
）
・
伊

藤
圭
佑（
上
関
） 

■
競
技
会
成
績 

▽
小
型
ポ
ン
プ
の
部 

　
優
　
勝
　
第
二
分
団 

　
第
二
位
　
第
四
分
団 

　
第
三
位
　
第
七
分
団 

■
優
秀
選
手
賞 

＊
○
数
字
は
分
団
。
敬
称
略 

▽
指
揮
者
　
⑦
高
橋
　
猛（
金
俣
） 

▽
一
番
員
　
②
渡
邉
　
隆（
上
関
） 

▽
二
番
員
　
⑥
新
野
太
一
郎 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
金
丸
） 

▽
三
番
員
　
②
渡
邉
浩
之（
上
関
） 

消防団の誇りを胸に 
　正確性とスピードで勝負 

平成22年度 
関川村春季消防演習・ポンプ操法競技会 

第
二
分
団
が
三
年
ぶ
り
の
優
勝 



わらびとり わらびとり 

こ
の
川
へ
帰
っ
て
き
て

こ
の
川
へ
帰
っ
て
き
て
ね
！！ 

　
サ
ク
ラ
マ
ス
稚
魚
の
放
流
式

　
サ
ク
ラ
マ
ス
稚
魚
の
放
流
式 

6広報せきかわ　2010・６月号 

　
四
月
二
十
三
日
、
子
ど
も
た
ち

に
生
物
や
河
川
に
親
し
ん
で
も
ら

お
う
と
、
荒
川
漁
業
協
同
組
合
主

催
の
「
サ
ク
ラ
マ
ス
の
稚
魚
放
流

式
」
が
、
荒
川
水
辺
プ
ラ
ザ
で
行

わ
れ
ま
し
た
。 

　
放
流
式
に
は
、
村
内
保
育
園
の

年
長
児
四
十
五
人
が
参
加
。
子
ど

も
た
ち
は
「
ま
た
こ
の
川
へ
帰
っ

て
き
て
ね
」
と
元
気
良
く
約
二
万

匹
の
稚
魚
を
清
流
荒
川
へ
放
流
し

ま
し
た
。 

　
和
田
直
樹
さ
ん
（
下
関
保
育
園 

・
勝
蔵
）
は
「
楽
し
か
っ
た
で
す
。

川
の
中
を
泳
い
で
い
く
魚
を
見
る

こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
で
す
」

と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
荒
川
漁
業
協
同
組
合
の
中
倉
虎

治
組
合
長
は
、
「
秋
に

な
っ
た
ら
、
卵
か
ら
魚

に
な
る
過
程
を
見
て
く

だ
さ
い
」
と
子
ど
も
た

ち
に
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
荒
川
漁
業
協

同
組
合
か
ら
、
放
流
に

使
っ
た
バ
ケ
ツ
を
砂
遊

び
用
に
と
子
ど
も
た
ち

に
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま

し
た
。 

　
放
流
し
た
サ
ク
ラ
マ

ス
が
大
き
く
な
っ
て
、

荒
川
へ
戻
っ
て
来
る
日

が
待
ち
遠
し
い
で
す
ね
。

き
っ
と
子
ど
も
た
ち
は

喜
ん
で
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。 

 

こ
の
川
へ
帰
っ
て
き
て
ね
！！ 

　
サ
ク
ラ
マ
ス
稚
魚
の
放
流
式 

　
五
月
十
日
、
関
川
小
学
校
の
一
年
生
四
十
三
人
が
、
菜
の
花
が
満
開

の
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
で
「
春
さ
が
し
」
を
行
い
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
授
業
の
一
環
で
、
近
く
の
公
園
な
ど
で
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を

発
見
す
る
こ
と
が
目
的
で
行
わ
れ
た
も
の
。 

　
先
生
か
ら
「
春
の
も
の
を
四
つ
探
し
て
き
て
く
だ
さ
い
」
と
の
課
題

に
、
参
加
し
た
児
童
は
、
満
開
の
菜
の
花
畑
で
、
ち
ょ
う
ち
ょ
や
た
ん

ぽ
ぽ
な
ど

”春
の
も
の
“
を
見
つ
け
、
そ
れ
ぞ
れ
ス
ケ
ッ
チ
し
て
い
ま

し
た
。 

　
松
本
苗
幸
さ
ん
（
上
関
）
は
「
い
ろ
い
ろ
な
花
を
見
つ
け
る
こ
と
が

出
来
て
う
れ
し
か
っ
た
で
す
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。 

満
開
の
菜
の
花
畑
で
春
探
し 

春
見
〜
つ
け
た 

な
な
せ 

　
村
温
泉
旅
館
組
合
と
村
観
光
協

会
主
催
の
「
わ
ら
び
と
り
宿
泊
パ

ッ
ク
」
が
、
五
月
九
日
か
ら
五
月

三
十
日
ま
で
の
四
回
シ
リ
ー
ズ
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
え
ち
ご
せ
き
か
わ
温
泉
郷
の
一

泊
二
食
と
わ
ら
び
と
り
、
山
菜
弁

当
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
た
お
得
な
パ

ッ
ク
に
は
、
新
潟
市
や
長
岡
市
、

阿
賀
野
市
な
ど
か
ら
約
百
三
十
人

が
参
加
。
大
石
集
落
の
わ

ら
び
畑
で
わ
ら
び
と
り
を

楽
し
み
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
、
辺
り
一
面

に
伸
び
て
い
る
わ
ら
び
を

慣
れ
た
手
つ
き
で
次
々
と

収
穫
。
あ
っ
と
い
う
間
に

抱
え
き
れ
な
い
ほ
ど
収
穫

し
て
い
ま
し
た
。 

　
参
加
者
は
リ
ピ
ー
タ
ー

客
が
多
く
、
ほ
と
ん
ど
が

夫
婦
や
家
族
連
れ
。
新
潟

市
か
ら
参
加
さ
れ
た
男
性

は
「
今
年
で
二
回
目
の
参

加
で
す
が
、
友
人
を
誘
っ
て
十
人

で
来
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
収
穫
で

き
て
嬉
し
い
で
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。 

宿泊パック 

大収穫に参加者大満足 

わらびとり 



開校後初の関川小学校大運動会 開校後初の関川小学校大運動会 

7 広報せきかわ　2010・６月号 

　
五
月
十
七
日
、
第
五
十
回
関
川

村
商
工
会
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
、

永
年
勤
続
優
良
従
業
員
の
表
彰
が

行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
＊
敬
称
略 

―
勤
続
三
十
年
以
上
― 

▽
渡
邉
智
子（
雲
母
本
館
・
39
年
） 

▽
松
田
勇
吉 

（
下
越
生
コ
ン
建
設
㈱
・
30
年
） 

―
勤
続
二
十
年
以
上
三
十
年
未
満
― 

▽
阿
部
千
恵
子 

　
　
　
　
　（
雲
母
本
館
・
24
年
） 

▽
高
木
巳
子（
雲
母
本
館
・
21
年
） 

▽
小
野
富
美
子 

　
　
　
（
栄
久
堂
薬
舗
・
20
年
） 

―
勤
続
十
年
以
上
二
十
年
未
満
― 

▽
大
濱
美
貴
子 

（
セ
ー
ブ
オ
ン
関
川
店
・
10
年
） 

▽
駒
沢
真
貴
子 

（
セ
ー
ブ
オ
ン
関
川
店
・
10
年
） 

―
勤
続
五
年
以
上
十
年
未
満
― 

▽
菅
原
正
美 

（
下
越
生
コ
ン
建
設
㈱
・
５
年
） 

▽
菅
原
猛
夫 

（
下
越
生
コ
ン
建
設
㈱
・
５
年
） 

▽
近
藤
則
雄 

（
下
越
生
コ
ン
建
設
㈱
・
５
年
） 

▽
本
間
雅
和 

（
下
越
生
コ
ン
建
設
㈱
・
５
年
） 

関
川
村
商
工
会 

　
永
年
勤
続
優
良 

　
　
　
従
業
員
表
彰 

　
大
規
模
改
修
中
の
国
重
要
文
化
財
・
渡
邉
邸
で
は
、「
ち
ょ
う
な
」
を
使

っ
て
梁
に
使
用
す
る
木
材
を
削
る
作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

　「
ち
ょ
う
な
」
と
は
、
木
材
を
荒
削
り
す
る
際
に
使
用
す
る
大
工
道
具
で
、

柄
の
刃
先
で
木
材
の
表
面
を
削
り
出
す
の
が
一
般
的
な
使
い
方
で
す
。
主
に

柱
や
梁
な
ど
の
荒
削
道
具
と
し
て
使
わ
れ
て
き
ま
し
た
。 

　「
ち
ょ
う
な
」
を
使
う
と
、
独
特
の
波
状
の
削
り
肌
を
残
し
ま
す
。
近
年

は
木
造
建
築
の
減
少
や
洋
風
建
築
の
普
及
に
よ
り
、
大
型
の
木
材
を
使
う
こ

と
が
少
な
く
な
り
、「
ち
ょ
う
な
」
の
出
番
は
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
職
人
の
皆
さ
ん
が
魂
を
込
め
て
仕
上
げ
て
い
る
梁
は
、
こ
の
先
何
百
年
と

渡
邉
邸
を
支
え
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

伝
統
の
技
法
で
渡
邉
邸
を
再
生 

�
荒
削
道
具
「
ち
ょ
う
な
」 

　
晴
天
に
恵
ま
れ
、
絶
好
の
運
動

会
日
和
と
な
っ
た
五
月
二
十
二
日
、

「
開
校
記
念
関
川
小
学
校
大
運
動

会
」
が
関
川
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
運
動
会
は
、
関
川
小
学
校
が
四

月
に
開
校
し
て
か
ら
初
め
て
の
開

催
。
全
校
児
童
二
百
八
十
八
人
を

は
じ
め
来
賓
や
教
職
員
、
保
護
者

や
家
族
な
ど
大
勢
の
方
が
参
加
し

ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
白
組
・
紅
組
に
分
か

れ
た
子
ど
も
た
ち
が
、
こ
れ
ま
で

練
習
を
重
ね
て
き
た
趣
向
を
こ
ら

し
た
種
目
や
全
力
で
バ
ト
ン
を
つ

な
ぐ
リ
レ
ー
、
応
援
合
戦
な
ど
を

披
露
。
子
ど
も
た
ち
の
白
熱
し
た

様
子
に
応
援
席
か
ら
も
「
が
ん
ば

れ
ー
、
そ
れ
い
け
ー
」
と
大
き
な

声
援
が
響
き
渡
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
閉
会
式
で
は
児
童
を
代
表
し
て

川
又
光
流
さ
ん
（
六
年
・
鮖
谷
）

が
「
関
川
小
学
校
第
一
回
の
運
動

会
が
成
功
し
て
と
て
も
う
れ
し
か

っ
た
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
み
ん
な

で
協
力
し
合
っ
て
、
が
ん
ば
り
た

い
で
す
」
と
感
想
を
発
表
。
関
川

小
学
校
の
記
念
に
残
る
運
動
会
を

通
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
心
も
一

つ
に
ま
と
ま
っ
て
い
ま
し
た
。 

「盛り上げろ！歴史をつくれ！ 
　　　　　　　記念に残る運動会」 

開校後初の関川小学校大運動会 

▲５・６年生の団体競技「騎馬戦」 
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玉
郷
立
地
区
は
、

昭
和
四
十
一
年
に

十
�
区
画
に
開
田

し
た
地
区
で
す
が
、

農
道
が
狭
く
、
ま

た
農
業
従
事
者
の

高
齢
化
が
進
む
中
、

田
へ
の
進
入
路
が

急
勾
配
で
あ
る
な

ど
最
近
で
は
耕
作

放
棄
さ
れ
る
土
地

が
増
え
て
い
ま
し

た
。 

　
そ
れ
を
受
け
、

平
成
二
十
年
度
、

県
営
農
地
環
境
整

備
事
業
が
採
択
。

ほ
場
整
備
事
業
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。 

　
総
事
業
費
は
三
億
四
千

万
円
。
総
面
積
は
十
六
・

一
�
（
内
、
水
田
が
十
五
・

四
�
、
保
全
区
域
が
〇
・

七
�
）
と
大
規
模
な
事
業

と
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
事
業
に
よ
っ
て
、

従
来
の
十
�
区
画
か
ら
約

三
十
�
区
画
に
整
備
。
フ

ァ
ー
ム
ポ
ン
ド（
貯
水
池
）

を
設
置
し
、
自
然
圧
に
よ

る
パ
イ
プ
か
ん
が
い
と
農

道
・
排
水
路
の
整
備
も
行

い
ま
し
た
。 

　
今
後
、
水
管
理
の
合
理
化
、
農

地
流
動
化
の
促
進
、
生
産
性
の
向

上
が
期
待
で
き
ま
す
。 

　
田
の
工
事
は
今
月
中
に
は
完
了

予
定
で
す
が
、
す
で
に
工
事
が
終

了
し
た
田
に
つ
い
て
は
所
有
者
へ

引
き
渡
し
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。 

　
引
き
渡
し
を
受
け
た
農
家
の
皆

さ
ん
は
、
さ
っ
そ
く
田
植
え
の
準

備
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。 

　
給
水
栓
は
バ
ル
ブ
を
ひ
ね
る
と

水
が
出
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
て
、

水
道
と
同
じ
原
理
で
用
水
を
供
給

で
き
ま
す
。 

　
給
水
栓
と
セ
ン
サ
ー
を
チ
ュ
ー

ブ
で
繋
ぎ
、
希
望
す
る
水
位
を
セ

ッ
ト
。
田
ん
ぼ
の
水
が
上
限
の
水

位
に
到
達
す
る
と
給
水
が
止
ま
り
、

下
限
に
な
る
と
再
び
始
ま
る
と
い

う
よ
う
に
、
自
動
で
水
管
理
が
出

来
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

　
今
ま
で
は
、
農
家
の
方
が
田
ん

ぼ
に
足
を
運
び
、
汗
水
流
し
て
水

管
理
の
作
業
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
は
水
管
理
も
自
動
給
水

栓
を
利
用
す
る
こ
と
で
労
力
を
軽

減
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

多
く
の
耕
作
放
棄
地
が
点
在
し
て

い
た
地
区
が
村
内
で
初
め
て
導
入

さ
れ
た
設
備
で
先
進
的
な
田
ん
ぼ

へ
と
変
身
し
ま
し
た
。 

生産性向上に期待 
―玉郷立地区ほ場整備― 

自
動
給
水
栓
で 

水
管
理
も
ら
く
ら
く 

�
自
動
給
水
栓 

　
村
内
各
地
の
田
植
え
が
五
月
十

日
頃
か
ら
ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
ま

す
。
農
家
の
皆
さ
ん
は
、
お
だ
や

か
な
天
気
の
も
と
、
手
際
よ
く
田

植
え
を
行
い
ま
し
た
。 

　
今
年
の
作
付
け
面
積
は
、
約
九

百
四
十
五
�
で
、
そ
の
う
ち
八
十

％
が
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
見
込
み
で
す
。 

◇
　
　
　
　
◇ 

　
五
月
十
四
日
、
関
川
小
学
校
の

学
校
田
で
、
昔
な
が
ら
の
手
植
え

に
よ
る
田
植
え
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
れ
は
、
総
合
学
習
の
一
環
で

五
年
生
児
童
五
十
二
人
が
挑
戦
し

た
も
の
で
、
関
川
小
学
校
で
は
初
。 

　
子
ど
も
た
ち
は
、
地
域
の
田
ん

ぼ
の
先
生
か
ら
指
導
を
受
け
な
が

ら
、
ワ
ク
の
目
に
沿
っ
て
て
い
ね

い
に
手
植
え
し
ま
し
た
。 

　
初
挑
戦
の
横
山
瑞
樹

さ
ん
（
辰
田
新
）
は
「
手

で
植
え
た
の
は
初
め
て

で
、
足
が
ぬ
る
ぬ
る
し

て
気
持
ち
よ
か
っ
た
で

す
。
秋
の
刈
り
取
り
が

と
て
も
楽
し
み
で
す
」

と
笑
顔
で
話
し
て
い
ま

し
た
。 

　
関
川
小
学
校
の
学
校

田
の
面
積
は
約
九
�
。

今
後
は
、
五
年
生
が
中

心
と
な
っ
て
草
刈
り
や

水
の
管
理
な
ど
を
行
う

予
定
で
、
秋
の
刈
り
取

り
後
は
、
収
穫
祭
で
食

べ
る
計
画
に
し
て
い
ま

す
。 



鷹の巣遊歩道に案内標識設置 
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渡

辺

寿

子
さ
ん 

（
下
関
保
育
園
保
育
士
・
上
関
） 

　今年の４月から関川村の保育士に採用された

渡辺寿子さんに話を聞きました。 

 

―保育士になろうと思ったきっかけは？ 

　幼い頃から、明るく元気に毎日張り切って仕

事に行く母の姿が大好きで、母のような先生に

なりたいと思ったからです。 

 

―保育士になって心がけていることはあります

　か？ 

　いつも笑顔でいることです。日々、子どもた

ちやまわりの人たちの笑顔に支えられ、幸せを

もらっていますので私も太陽のような明るさと

笑顔で子どもたちに勇気を与えられるようにな

りたいと思っています。 

 

―今、夢中になっていることはありますか？ 

　今は、新しい環境に慣れることで精一杯です。

これからは、役場のバレーボール部に参加した

いです。 

 

―村民の皆さんにひと言お願いします。 

　子どもたちの成長を見守ると共に、自分自身

も一緒に成長していきたいと思います。そして

私を支えてくれるまわりの人たちへの感謝の気

持ちを忘れず頑張りたいです。よろしくお願い

します。 

 

ひ
さ
　
　
こ 

　
五
月
十
日
、
関

川
村
商
工
会
観
光

部
、
自
然
環
境
管

理
公
社
、
村
観
光

協
会
で
鷹
の
巣
遊

歩
道
に
五
か
所
の

案
内
標
識
を
設
置

し
ま
し
た
。 

　
平
成
二
十
年
に

も
朴
坂
山
の
登
山

道
に
案
内
標
識
を

設
置
し
て
い
て
、

今
回
で
二
回
目
と

な
り
ま
す
。 

　
鷹
の
巣
遊
歩
道

は
丸
山
公
園
か
ら

鷹
の
巣
吊
り
橋
ま

で
の
全
長
約
二
�

の
コ
ー
ス
。
ひ
の
き
林
が
広
が
っ

て
い
て
、
こ
の
時
期
は
、
山
菜
な

ど
も
数
多
く
自
生
し
て
い
る
な
ど

大
変
魅
力
的
な
遊
歩
道
に
な
っ
て

い
ま
す
。 

　
作
業
に
参
加
さ
れ
た
方
は
「
観

光
客
の
皆
さ
ん
に
分
か
り
や
す
く

親
切
な
誘
導
が
で
き
れ
ば
と
設
置

し
ま
し
た
。
散
策
を
楽
し
ん
で
も

ら
い
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。 

　
望
郷
の
広
場
か
ら
見
上
げ
る
丸

山
大
橋
は
ま
た
違
っ
た
表
情
を
見

せ
て
く
れ
ま
す
。
ぜ
ひ
、
こ
の
機

会
に
鷹
の
巣
遊
歩
道
を
散
策
し
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
？ 

鷹の巣遊歩道に案内標識設置 

　
五
月
十
五
日
、
大
阪
い
ず
み
市

民
生
協
組
合
員
の
皆
さ
ん
が
安
角

集
落
内
で
田
植
え
を
体
験
し
ま
し

た
。
今
回
の
体
験
は
、
市
民
生
協

が
Ｊ
Ａ
に
い
が
た
岩
船
と
岩
船
米

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
取
り
引
き
が
あ
る

こ
と
か
ら
実
現
。
当
日
は
、
家
族

連
れ
な
ど
約
二
十
人
が
参
加
し
ま

し
た
。 

　
子
ど
も
た
ち
は
苗
を
片
手
に 

「
裸
足
で
い
く
で
ぇ
〜
」
と
元
気

良
く
田
ん
ぼ
に
足
を
踏
み
入
れ
ま

し
た
。
参
加
者
は
、
慣
れ
な
い
せ

い
か
、
泥
に
ぬ
か
る
み
、
あ
わ
や

転
倒
し
そ
う
に
な
る
方
も
い
ま
し

た
が
、
泥
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら

も
笑
顔
で
田
植
え
を
行
っ
て
い
ま

し
た
。
初
め
て
田
植
え
を
行
っ
た

と
い
う
女
の
子
は
「
田
ん
ぼ
の
泥

が
以
外
と
気
持
ち
良
か
っ
た
で
す
。

苗
を
取
り
分
け
る
の
が
難
し
か
っ

た
け
ど
秋
の
稲
刈
り
が
楽
し
み
で

す
」
と
田
植
え
の
感
想
を
話
し
て

い
ま
し
た
。 

　
田
ん
ぼ
を
提
供
し
て
く
れ
た
本

間
正
良
さ
ん
（
安
角
）
は
、
「
皆

さ
ん
楽
し
そ
う
で
本
当
に
良
か
っ

た
で
す
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。 

　
秋
に
は
稲
刈
り
も
予
定
さ
れ
て

い
て
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
秋
の

収
穫
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
し
た
。 

大
阪
い
ず
み
市
民
生
協
組
合
員 

　
　
　
　
　
　
　
　
田
植
え
を
体
験 

裸
足
で

い
く
で
ぇ
〜 
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健康せきかわ21健康せきかわ21健康せきかわ21

　５月31日は世界禁煙デー、
５月31日から６月６日は禁煙
週間です。 
　たばこが健康に影響を及ぼ
すことは明らかです。「禁煙
したい」と思っている方は、
ぜひこの機会にチャレンジし
てみてはいかがでしょうか？ 

ストップ！ 

喫煙習慣  

に関するアンケートの結果から 歯 
　１月に皆さんのご協力を得て実施しました「歯」のアンケート結果
を３回に分けてお知らせします。 

Ｑ「一日のうち、いつ歯みがきをしますか？」（複数回答可） 
Ａ　朝食後と就寝前が多く、意外に起床後も多いことが分かります。 

《パート1》 

　
六
月
四
日
か
ら
十
日
は
「
歯
の

衛
生
週
間
」
で
す
。
四
十
歳
こ
ろ

か
ら
症
状
が
出
や
す
い
歯
周
病
は
、

老
化
現
象
で
は
な
く
、
生
活
習
慣

病
で
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
し
ょ

う
か
？ 

　
近
年
、
多
く
の
調
査
研
究
か
ら

歯
周
病
が
心
臓
病
や
糖
尿
病
、
肥

満
な
ど
、
全
身
の
健
康
と
深
く
関

係
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
不
規
則
な
食
事
、
噛
ま
な
い

で
飲
み
込
む
、
喫
煙
習
慣
、
ス
ト

レ
ス
が
多
い
な
ど
な
ど
…
。
こ
う

い
っ
た
生
活
習
慣
を
改
善
し
、
毎

日
の
歯
の
お
手
入
れ
や
歯
科
医
院

で
の
定
期
健
診
で
歯
周
病
は
予
防

で
き
ま
す
。
歯
は
一
生
の
パ
ー
ト

ナ
ー
で
す
。
こ
の
機
会
に
自
分
の

「
歯
」
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
し
ょ
う
。 

　
村
で
は
平
成
二
十
二
年
度
よ
り
、

四
十
歳
・
四
十
五
歳
・
五
十
歳
・

五
十
五
歳
・
六
十
歳
・
七
十
歳
の

節
目
年
齢
の
方
を
対
象
に
、
村
内 

・
村
上
市
内
の
指
定
歯
科
医
院
で

「
歯
周
疾
患
検
診
」
を
実
施
し
ま

す
。
詳
細
は
対
象
者
に
個
別
通
知

し
ま
し
た
が
、
無
料
で
受
診
で
き

ま
す
。
自
覚
症
状
が
な
い
方
も
あ

る
方
も
、
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
受
診

し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 
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健
康
講
座

健
康
講
座

健
康
講
座

健
康
講
座

健
康
講
座

「
ゆ
っ
く
り
、じ
っ
く
り
、神
経
内
科
」 

県
立
坂
町
病
院
　
神
経
内
科
医
長
　
新

井

亜

希

 

　
神
経
内
科
は
、
心
の
病
気
で
は

な
く
「
脳
・
脊
髄
・
末
梢
神
経
・

神
経
筋
接
合
部
・
筋
肉
」
と
い
っ

た
体
の
部
品
に
不
具
合
が
起
こ
る

病
気
を
専
門
領
域
と
し
て
お
り
ま

す
。 

　
神
経
内
科
の
病
気
の
難
し
い
点

は
「
心
の
病
気
で
は
な
い
、
身
体

の
病
気
で
あ
る
の
に
、
一
般
的
な

血
液
検
査
や
Ｃ
Ｔ
検
査
、
Ｍ
Ｒ
Ｉ

検
査
な
ど
で
は
異
常
を
見
つ
け
に

く
い
こ
と
も
多
い
」
と
い
う
点
で

す
。
正
し
い
診
断
と
治
療
に
到
達

す
る
ま
で
に
、
多
く
の
時
間
が
必

要
と
さ
れ
る
こ
と
も
珍
し
い
こ
と

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

　
で
は
、
神
経
内
科
医
は
ど
の
よ

う
に
病
気
を
見
つ
け
て
い
く
の
で

し
ょ
う
か
？ 

　
ま
ず
「
い
つ
頃
か
ら
、
ど
の
よ

う
に
、
ど
の
よ
う
な
症
状
が
生
じ

て
き
た
の
か
」
「
そ
の
症
状
は
ど

の
よ
う
に
変
化
し
て
い
る
の
か
」

「
こ
れ
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
病
気

に
か
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
の
か
」

な
ど
、
詳
し
い
お
話
を
伺
っ
て
、

解
決
の
糸
口
を
探
し
ま
す
。
次
に
、

一
般
的
な
内
科
的
診
察
を
行
い
、

さ
ら
に
「
神
経
学
的
診
察
」
を
行

い
ま
す
。
こ
の
「
神
経
学
的
診
察
」

は
、
通
常
の
検
査
な
ど
で
は
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
な
い
「
脳
・
脊

髄
・
末
梢
神
経
・
神
経
筋
接
合
部 

・
筋
肉
の
不
具
合
」
を
見
つ
け
る

た
め
に
最
も
重
要
な
診
察
で
す
。

高
次
脳
機
能
検
査
に
始
ま
り
、
十

二
種
類
の
脳
神
経
、
運
動
機
能
、

感
覚
機
能
、
自
律
神
経
機
能
な
ど

を
系
統
立
て
て
診
察
し
ま
す
。
こ

の
結
果
か
ら
「
脳
・
脊
髄
・
末
梢

神
経
・
神
経
筋
接
合
部
・
筋
肉
」

の
う
ち
、
ど
の
部
分
に
不
具
合
が

あ
る
の
か
を
推
測
し
ま
す
。 

　
そ
し
て
「
伺
っ
た
お
話
か
ら
見

つ
け
た
解
決
の
糸
口
」
と
「
診
察

結
果
か
ら
推
測
さ
れ
た
不
具
合
の

内
容
」
を
考
え
て
、
病
気
の
実
態

を
正
確
に
把
握
す
る
た
め
に
「
必

要
な
検
査
」
を
「
適
切
な
内
容
」

で
行
い
ま
す
。
こ
の
検
査
結
果
に

よ
っ
て
裏
付
け
が
得
ら
れ
る
と
、

正
し
い
診
断
に
た
ど
り
つ
き
、
適

切
な
治
療
が
始
め
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。 

　
で
す
か
ら
、
「
ゆ
っ
く
り
、
じ

っ
く
り
、
神
経
内
科
」
な
の
で
す
。 

　
神
経
内
科
を
受
診
さ
れ
る
際
に

は
「
い
つ
頃
か
ら
、
ど
の
よ
う
に
、

ど
の
よ
う
な
症
状
が
生
じ
て
き
た

の
か
」
「
そ
の
症
状
は
ど
の
よ
う

に
変
化
し
て
い
る
の
か
」
「
こ
れ

ま
で
に
ど
の
よ
う
な
病
気
に
か
か

っ
た
こ
と
が
あ
る
の
か
」
な
ど
を

整
理
し
て
メ
モ
を
作
っ
て
お
く
と

便
利
で
す
。
さ
ら
に
、
治
療
中
の

病
気
を
お
持
ち
の
方
は
、
主
治
医

の
情
報
提
供
書
や
お
薬
手
帳
を
持

参
さ
れ
る
と
大
変
役
立
ち
ま
す
。 

         

＊
こ
の
コ
ー
ナ
ー
へ
の
お
問
い
合

　
わ
せ
は
、
県
立
坂
町
病
院
へ
。 

　
　
六
二
―
三
一
一
一 

 

　
四
月
一
日
か
ら
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
職
員
体
制
が
変
わ
り

ま
し
た
。 

　
高
齢
者
の
方
が
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
長
く
暮
ら
し
続

け
ら
れ
る
よ
う
に
こ
れ
ま
で
以
上

に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
充

実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。
お

気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。 

　
こ
ん
に
ち
は
。
四
月
か
ら
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
保
健
師
と

し
て
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

出
身
は
胎
内
市
で
、
現
在
は
村
上

市
（
旧
荒
川
町
）
に
住
ん
で
い
ま

す
。 

　
関
川
村
に
通
い
始
め
て
約
二
か

月
。
き
れ
い
な
空
気
、
山
、
川
、

木
々
。
豊
か
な
自
然
の
中
、
こ
の

村
に
住
む
皆
さ
ん
が
穏
や
か
に
暮

ら
し
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん
に
い
ろ
い
ろ

と
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
成
長

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

　
精
一
杯
頑
張
り
ま
す
の
で
よ
ろ

し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
が 

　
三
人
体
制 

　
　
に
な
り
ま
し
た 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー 

　
保
健
師
　
山
田
　
恵
美 



みんなできてね！おもちゃも作るよ！ 

仲
間
と
自
然
を
大
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に
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ら

仲
間
と
自
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を
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が
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の
少
年
団
活
動
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始

　
　
　
　
緑
の
少
年
団
活
動
開
始 
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　梅雨の時期はでかけるのもおっくうになりがち。でも、雨の日は読書日和！図書室で読みたい本を

じっくり探してみるというのはいかがでしょうか。きっとあなたの心を満たす一冊がみつかります！ 

「キャベツくん」 
長　新太　作・絵　Eチ 

「男おひとりさま道」 
上野千鶴子　作　367ウ 

　キャベツくんが歩いていると、お
腹をすかしたブタヤマさんに会いま
した。「キャベツ、お前を食べる！」
「僕を食べるとキャベツになるよ！」
２人の楽しい会話です。 

第１章 男がひとりになるとき 
第２章 下り坂を降りるスキル 
第３章 よい介護はカネで買えるか 
第４章 ひとりで暮らせるか 
第５章 ひとりで死ねるか 

みんなできてね！おもちゃも作るよ！ 

５（土）20（日） 

12（土）27（日） 

　
五
月
八
日
、
村
民
会
館

大
ホ
ー
ル
で
、
緑
の
少
年

団
入
団
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 

　
今
年
は
二
十
一
人
が
入

団
。
総
勢
三
十
三
人
の
体

制
と
な
り
ま
し
た
。
前
期

団
長
の
山
口
佳
郎
さ
ん
（
六

年
・
辰
田
新
）
が
「
今
年

入
団
し
た
皆
さ
ん
、
一
年

間
頑
張
っ
て
い
き
ま
し
ょ

う
」
と
激
励
。
ま
た
新
入

団
員
を
代
表
し
て
、
駒
沢

那
智
さ
ん
（
五
年
・
鍬
江

沢
）
が
「
自
然
に
親
し
み
、

緑
に
関
心
を
も
ち
、
健
康

で
心
豊
か
な
人
に
な
り
ま
す
。
そ

し
て
決
ま
り
を
守
り
、
礼
儀
正
し

い
生
活
を
送
り
ま
す
」
と
誓
い
の

言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。 

　
入
団
式
終
了
後
、
あ
ら
か
わ
総

合
運
動
公
園
に
移
動
し
、
記
念
植

樹
を
実
施
。
午
後
か
ら
は
村
民
会

館
で
、
き
の
こ
の
駒
打
ち
体
験
、

フ
ラ
ワ
ー
作
戦
を
行
い
ま
し
た
。 

　
フ
ラ
ワ
ー
作
戦
で
は
、
サ
ル
ビ

ア
や
マ
リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
を
花
壇
に
、

ベ
ゴ
ニ
ア
と
ニ
チ
ニ
チ
ソ
ウ
を
プ

ラ
ン
タ
ー
に
植
え
ま
し
た
。
ま
た
、

植
え
た
プ
ラ
ン
タ
ー
を
む
つ
み
荘
、

ゆ
う
あ
い
、
垂
水
の
里
、
下
関
交

番
、
ふ
れ
あ
い
の
家
、
関
川
村
社

会
福
祉
協
議
会
、
越
後
下
関
駅
、

関
川
郵
便
局
に
寄
贈
。
プ
ラ
ン
タ

ー
を
受
け
取
っ
た
皆
さ
ん
は
大
変

喜
ん
で
い
ま
し
た
。 

仲
間
と
自
然
を
大
切
に
し
な
が
ら 

　
　
　
　
緑
の
少
年
団
活
動
開
始 

祝日と毎週水曜日がお休みです。平日は午後１時～５時30分まで、土・日は午前９時～午後５時まで開館しています。 
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随
想
リ
レ
ー 

75

金 子　浩 先生 
（関川中学校　２年担任） 

７月１日号は、関川小学校の宮下絹恵先生に 

バトンタッチ！ 

　
こ
の
四
月
か
ら
関
川
中
学
校
に
勤
務
し
て

い
ま
す
。 

　
実
は
、
関
川
村
に
は
女
川
中
学
校
の
閉
校

の
年
に
一
年
だ
け
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

通
勤
す
る
と
き
の
景
色
が
と
て
も
懐
か
し
く

感
じ
ら
れ
ま
す
。
た
っ
た
一
年
で
し
た
が
、

素
直
で
純
粋
な
子
ど
も
た
ち
、
協
力
的
で
温

か
い
保
護
者
・
地
域
の
皆
さ
ま
と
一
緒
に
過

ご
し
た
そ
の
一
年
は
、
自
分
に
と
っ
て
と
て

も
思
い
出
深
い
も
の
に
な
り
ま
し
た
。 

　
中
で
も
閉
校
記
念
事
業
に
関
し
て
は
、
記

念
誌
を
作
成
し
た
り
、
式
典
や
惜
別
の
会
の

準
備
な
ど
、
あ
ま
り
経
験
す
る
こ
と
の
な
い

事
業
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
て
良
か
っ
た
と

思
っ
て
い
ま
す
。
保
護
者
の
方
と
夜
の
十
二

時
近
く
ま
で
一
緒
に
仕
事
を
し
た
り
、
と
き

に
は
打
ち
合
わ
せ
の
後
に
一
杯
や
っ
た
り
…
。

記
念
事
業
を
な
ん
と
か
成
功
さ
せ
た
い
と
い

う
保
護
者
の
思
い
に
自
分
も
励
ま
さ
れ
、
大

変
で
し
た
が
と
て
も
充
実
し
た
時
間
を
過
ご

す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
こ
の
事
業
を
通
し
て
保
護
者
・
地
域
の
方

に
と
っ
て
母
校
に
対
す
る
思
い
が
ど
れ
ほ
ど

深
い
も
の
で
あ
る
の
か
改
め
て
感
じ
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。 

　
関
川
中
学
校
は
統
合
し
て
六
年
目
。
い
ず

れ
こ
の
学
校
を
卒
業
し
て
い
く
子
ど
も
た
ち

が
、
自
分
の
母
校
に
誇
り
を
も
て
る
よ
う
、

微
力
な
が
ら
精
一
杯
努
め
て
い
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。 

　
五
月
八
日
か
ら
九
日
に
か
け

て
講
道
館
（
東
京
都
）
で
新
潟

県
柔
道
強
化
合
宿
が
行
わ
れ
、

小
池
陽
菜
さ
ん
（
六
年
・
下
関
）

が
参
加
し
ま
し
た
。 

　
今
回
の
合
宿
は
、
新
潟
県
柔

道
少
年
強
化
選
手
の
う
ち
、
県

内
の
小
学
校
五
年
生
と
六
年
生

が
対
象
で
、
階
級
ご
と
に
四
人
ず

つ
選
考
さ
れ
ま
し
た
。 

　
合
宿
に
は
県
外
の
全
国
上
位
チ

ー
ム
も
参
加
。
強
豪
選
手
を
相
手

に
練
習
す
る
な
ど
充
実
し
た
時
間

を
過
ご
す
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。 

　
合
宿
で
は
技
の
強
化
ば
か
り
で

な
く
、
県
代
表
と
し
て
自
覚
を
持

ち
、
集
団
生
活
の
中
で
の
規
則
や

人
に
対
す
る
感
謝
の
気
持
ち
な
ど

人
間
教
育
の
大
切
な
一
部
も
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

　
小
池
さ
ん
は
、
昨
年
に
引
き
続

き
強
化
選
手
に
選
ば
れ
て
い
て
、

今
後
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

新潟県柔道強化合宿に参加 

■
期
日
　
５
月
１
日 

■
会
場
　
パ
ル
パ
ー
ク
神
林 

■
成
績 

▽
優
勝
　
関
川
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団 

第
30
回 

　全
日
本
学
童 

　
　
軟
式
野
球
大
会 

　
　
村
上
市
岩
船
郡
予
選
会 

■
期
日
　
５
月
２
日 

■
会
場
　
京
ヶ
瀬
中
学
校
武
道
場 

■
成
績 

―
個
人
戦
― 

▽
６
年
生
の
部
　
50
㎏
超
級 

第
３
位
　
高
橋
　
孟
（
下
関
） 

▽
６
年
生
女
子
の
部
　
45
㎏
超
級 

第
２
位
　
小
池
　
陽
菜
（
下
関
） 

平
成
22
年
度 

新
潟
県
柔
道
体
重
別 

選
手
権
下
越
地
区
予
選
会 

■
期
日
　
５
月
３
日 

■
会
場
　
パ
ル
パ
ー
ク
神
林 

■
成
績 

▽
優
勝
　
関
川
中
学
校 

パ
ル
パ
ー
ク
神
林 

中
学
生 

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
杯 
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関川村食生活改善推進員の皆さん 

・生しいたけ　８個 

【A】 

・豚ひき肉　200g　　・卵　１個　　・酒大さじ　1/2 

・ねぎのみじん切り　大さじ２　　・塩コショウ少々 

【B】 

・みそ　大さじ３　　・すりごま 

・砂糖、酒　各大さじ１ 

しいたけのでんがく 
　関川村はしいたけの菌床栽培が盛んで、県内第

２位の生産量を誇っています。甘辛いみそだれが

香ばしく、ご飯が進む一品です。 

①生しいたけの石づきを取り、Ａの材料を詰め、180

　℃に温めたオーブンで５分ほど焼く。 

②Ｂの材料を混ぜ合わせたものを①にぬり、さらに

　オーブンで５分ほど焼く。 

　（魚焼きグリルでも結構です） 

夕
焼
け
の
歌
に
帰
り
き
子
等
達
に
曾
孫
も
　
　
　

須
貝
　
恵
美 

笑
顔
で
明
日
も
天
気
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
高
田
） 

堤
防
の
左
に
柳
右
さ
く
ら
月
を
仰
い
で
　
　
　
　

佐
藤
　
庄
七 

夕
陽
を
負
う
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
愛
広
苑
） 

校
庭
は
桜
の
花
の
ま
っ
盛
り
山
峡
の
春
　
　
　
　

小
池
　
啓
子 

廃
校
に
桜
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
下
関
） 

咲
き
盛
る
蓮
華
つ
つ
じ
の
朱
に
触
れ
て
命
の
　
　

渡
辺
千
恵
子 

色
を
ま
ぶ
し
む
吾
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
上
関
） 

満
開
の
さ
く
ら
に
五
月
の
風
渡
り
ひ
る
が
え
り
　

山
口
　
藤
枝 

つ
つ
櫻
吹
雪
は
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　（
辰
田
新
） 

75

短

　

歌 

（4人分） 

さ
つ
き 



執筆者：佐藤貞治（「せきかわ歴史とみちの館」館長） 

せ
き
か
わ
川
柳
会
作
品
「
答
え
」「
減
る
」 
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暗
算
が
ひ
ょ
っ
と
出
て
来
ぬ
脳
と
な
り
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い 

少
子
化
の
未
来
気
に
な
る
長
寿
国
　
　
　
　
　
　

平
田
　
千
恵 

畑
仕
事
体
力
の
減
り
知
ら
さ
れ
る
　
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ 

答
え
よ
き
孫
に
安
堵
の
愚
痴
の
数
　
　
　
　
　
　

佐
藤
　
ノ
ブ 

検
診
で
数
値
あ
ら
わ
す
背
の
丸
み
　
　
　
　
　
　

本
間
　
イ
ミ 

満
開
の
桜
に
出
会
う
今
日
の
陽
に
　
　
　
　
　
　

渡
辺
し
づ
い 

子
供
の
日
母
手
づ
く
り
の
五
目
寿
し
　
　
　
　
　

南
　
　
セ
ツ 

花
に
ら
の
黄
色
際
立
つ
て
ん
て
ん
と
　
　
　
　
　

渋
谷
　
く
に 

遠
会
釈
か
え
す
四
温
の
硝
子
越
し
　
　
　
　
　
　

五
十
嵐
貞
子 

老
足
を
草
若
葉
笑
う
畦
の
道
　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
　
ノ
ブ 

寒
暖
に
着
せ
替
え
の
ご
と
こ
の
五
月
　
　
　
　
　

青
木
　
慶
一 

　
小
池
マ
コ
ト
さ
ん
は
二
十
年
の
長

き
に
わ
た
り
、
せ
き
か
わ
「
高
齢
化

社
会
を
よ
く
す
る
会
」
の
会
長
を
務

め
、
福
祉
社
会
の
実
現
に
情
熱
を
傾

け
熱
心
に
活
動
を
続
け
た
。
大
正
十

四
年
十
二
月
二
日
村
上
市
山
田
（
旧

神
林
村
）
に
近
友
居
の
三
女
と
し
て

生
ま
れ
た
。
新
潟
県
立
村
上
高
等
女

学
校
を
経
て
昭
和
十
九
年
三
月
和
洋

女
子
専
門
学
校
専
門
部
本
科
（
現
和

洋
女
子
大
学
）
を
卒
業
。
同
年
十
二

月
十
四
日
関
川
村
下
関
の
小
池
寿
哉

さ
ん
と
結
婚
。
花
婿
は
兵
役
に
服
し

て
い
た
の
で
写
真
を
飾
っ
て
の
祝
言

で
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
八
年
四
月
新

潟
県
立
村
上
高
校
の
家
庭
科
担
当
教

員
に
採
用
さ
れ
、
昭
和
五
十
六
年
三

月
ま
で
二
十
八
年
間
に
わ
た
っ
て
職

務
に
精
励
。
特
に
昭
和
三
十
三
年
四

月
か
ら
十
年
間
村
上
高
校
関
川
分
校

で
村
の
働
き
な
が
ら
学
ぶ
生
徒
の
教

育
に
尽
力
し
た
。 

　
小
池
さ
ん
の
新
し
い
社
会
実
現
へ

の
取
組
み
は
在
職
中
か
ら
で
、
高
校

で
家
庭
科
を
担
当
し
、
「
家
庭
科
男

女
共
修
を
考
え
る
会
」
の
メ
ン
バ
ー

に
参
加
し
他
に
さ
き
が
け
て
実
践
を

試
み
て
い
た
。
退
職
後
、
高
齢
化
社

会
の
問
題
に
関
心
を
持
ち
、
昭
和
五

十
六
年
国
立
婦
人
教
育
会
館
主
催
の

論
文
募
集
に
応
募
。
「
高
齢
化
社
会

の
中
で
の
私
達
の
課
題
」
が
入
選
を

果
し
た
。
そ
し
て
全
国
婦
人
教
育
交

流
集
会
に
参
加
し
研
修
の
機
会
を
得

た
こ
と
で
一
層
高
齢
者
社
会
の
問
題

に
関
心
を
深
め
た
。 

　
昭
和
五
十
八
年
四
月
実
践
活
動
の

第
一
歩
と
し
て
、
高
齢
化
社
会
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
。
そ

れ
を
も
と
に
「
高
齢
化
社
会
を
考
え

る
集
い
」
を
開
催
。
そ
し
て
つ
い
に

昭
和
六
十
一
年
八
月
「
高
齢
化
社
会

を
よ
く
す
る
会
」
（
後
に
高
齢
社
会

を
よ
く
す
る
会
に
改
名
）
を
設
立
。 

　
会
員
は
村
内
の
主
婦
を
中
心
に
男

性
も
含
め
て
三
十
人
で
あ
っ
た
。
会

の
目
標
、
活
動
内
容
、
会
則
な
ど
を

定
め
活
動
を
開
始
し
た
。
会
員
数
は

年
々
増
加
し
、
平
成
七
年
度
は
六
十

名
を
超
え
た
。
活
動
内
容
は
勉
強
会
、

講
演
会
、
奉
仕
活
動
の
ほ
か
目
的
達

成
の
た
め
に
行
政
へ
の
働
き
か
け
な

ど
で
あ
っ
た
。
特
筆
す
べ
き
こ
と
は

昭
和
六
十
三
年
十
一
月
二
十
八
日
関

川
村
長
宛
に
「
多
目
的
高
齢
者
福
祉

セ
ン
タ
ー
の
設
置
」
と
「
必
要
職
員

の
確
保
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
の
増
員
、

施
設
設
備
・
備
品
等
の
充
実
」
に
つ

い
て
の
要
望
書
を
提
出
し
た
。 

　
こ
れ
が
村
当
局
を
動
か
し
、
他
の

地
域
に
先
が
け
て
平
成
二
年
四
月
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
「
ふ
れ
あ
い

の
家
」
が
開
設
さ
れ
、
ま
た
平
成
四

年
四
月
高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
「
ゆ

う
あ
い
」
が
誕
生
し
た
。 

　
老
い
て
も
す
べ
て
の
人
が
安
心
し

て
暮
せ
る
こ
と
を
目
標
に
先
駆
的
な

活
動
を
続
け
、
村
の
高
齢
者
福
祉
の

向
上
に
多
大
な
功
績
を
あ
げ
平
成
十

八
年
三
月
、
二
十
年
間
の
活
動
を
終

え
た
。 

○
小
池
家
の
系
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ミヤマオダマキ 

　ミヤマオダマキはキンポウゲ科オダマキ属の多

年草で、本州中部地方以北～北海道にかけて分布

する高山植物です。和名の苧環（オダマキ）はつ

むいだ麻糸を、中を空洞にして丸く巻きつけたも

のをいい、花の形が似ていることから由来してい

ます。花期は６～８月で、先端に数輪の花をうつ

むき加減につけます。花色はブルーと呼べるほど

の青紫色で、西洋オダマキの仰々しさはなく、清

楚で大変美しい花です。 

栽培方法　園芸品種のオダマキはこ

の花を改良して作られたもので、高

山性のものとしては栽培しやすい方

です。関川村の気候なら普通に地植

で育ちますし、実生でもよく増殖し

ます。１日中日当たりの良いところ

で育てます。礫地に生えることから、

用土は水はけの良い鹿沼土を使用し

ます。園芸品種は大型ですが、この

花は矮性のところがより清楚さを引

き出すので、あまり肥培しないで育

てたほうがよういでしょう。花言葉

は「あの人が気がかり」のとおり、

私にとって気にかかる花の一つです。 

◆六聖園（富樫幸子・上関） 

紗　耶ちゃん（10歳） 

彩　乃ちゃん（９歳） 

琉　輝ちゃん（６歳） 

　さ　　　　や 

あや　　　の 

りゅう　　　き 

　長女の紗耶は、優しくてマイペース。二女の彩乃は、家の小さなお母

さん。長男の琉輝はやんちゃ盛りの甘えん坊。３人のお陰で毎日賑やか

です。今は、ケンカが毎日の日課だけれど、助け合いながらいつまでも

仲良しの兄弟でいて欲しいと思います。 

大島晴之さん　昌子さん（上野新） 

�田んぼの中を泥だらけになりながら

も楽しそうに田植えをする子どもたち、

菜の花畑のまわりを元気に走りまわっ

ている子どもたち、どこに行っても無

邪気な笑顔でいっぱいです。本当に元

気だなぁ…。子どものパワーがうらや

ましいです。　　　　　　　　　（あ） 

●４月16日～５月15日までの届出● 

平成22年４月末現在　（　）は前月対比 

世 帯 数　　2,055世帯（±０） 
総 人 口　　6,725　人（－16） 
　 男 　　　3,211　人（－９） 
　 女 　　　3,514　人（－７） 

転入　14人　　転出　28人 

出生　 ５人　　死亡　７人 

す えな がくお 幸 せ に  

ごめい福をお祈りいたします 

津野　サタ　さん　　91歳　　　沢 

横山　克巳　さん　　80歳　　上新保 

傳　與之吉　さん　　94歳　　大　島 

駒沢　二郎　さん　　84歳　　鍬江沢 

松田　ミサ　さん　　93歳　　下　関 

平田　軍二　さん　　72歳　　小　見 

　堀　　　利　之　さん　　湯　沢 
（長谷川）　愛　　さん（新潟市中央区） 

お誕生おめでとうございます 

空　海ちゃん（男）　大　島 
　　　　　　伝　　浩貴・真紀子さん 

笑　里ちゃん（女）　高　田 
　　　　　　渡邉　栄稔・和代さん 

玲　那ちゃん（女）　金　俣 
　　　　　　�橋　健夫・香織さん 

梨里菜ちゃん（女）　上　関 
　　　　　　近　　健人・万里子さん 

　梨　ちゃん（女）　鍬江沢 
　　　　　　駒沢　　猛・里衣子さん 

美　翔ちゃん（女）　高　田 
　　　　　　近　　直之・恵美さん 

くう　　かい 

えみ　　 り 

れい　　 な 

　り　り　な 

　　りん 

　み　　　う 

（　　　　　　　　） 


